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o

二
十
四
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙

町
議
補
欠
選
挙

㊨
⑭
㊨
㊧
e
⑧
㊧
＠
⑨
㊥
④

　
五
片
十
七
日
で
任
期
満
了
と
な
る

町
長
選
挙
が
十
巳
投
票
が
行
わ
れ
、

即
日
開
票
の
結
果
、
現
町
長
の
秋
山

利
作
氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
．

◎
町
長
選
挙
結
果

　
　
当
選
　
秋
山
利
作

　
　
　
　
　
　
高
橋
俊
男

　
二
四
年
ぶ
り
の
町
長
選
挙
で
あ
り

町
民
の
関
心
も
高
ま
り
、
七
日
夜
行

わ
れ
た
立
会
演
説
会
に
は
、
あ
い
に

く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
名
集
ま
り
、
、
町

　
　
　
　
　
　
　
の
将
来
を
ま
か

　
　
　
　
　
　
　
せ
る
立
候
補
者

　
　
　
　
　
　
　
の
．
生
の
士
デ

　
　
　
　
　
　
　
を
聞
き
、
会
場

　
　
　
　
　
　
　
は
熱
気
に
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
。

　（　　　　　　　　（
　37　＿74
　）　　　　 一一一一』』　）
、　　　　　　　　　　　　 、

笹
…
現

七
八
○
票

無
新

八
八
⊥
ハ
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吃
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊂
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
コ

　
町
長
選
と
同
時
に
告
示
さ
れ
た
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
は
、
関
谷
慶

三
郎
氏
（
無
所
属
元
）
、
五
十
嵐
文
夫

氏
（
無
所
属
新
）
の
二
氏
が
立
候
補

さ
れ
、
一
議
席
を
め
ぐ
り
選
挙
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
候
補
は
町
内
全
部
落
を
く
ま
な

く
廻
り
、
明
日
の
町
づ
く
り
を
と
自

分
の
政
見
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
◎
町
議
補
選
結
果

当
二
、
三
六
六
関
谷
慶
三
郎
（
62
）

　
二
、
二
四
六
五
十
嵐
文
夫
（
4
7
）

町
議
補
選
に
当
選
の
関
谷
慶
三
郎
氏

蘂
灘
欝
躍
雛
韮

§
驚

性
別

選挙当日の

有権者数
投票者数 棄権者数 投票率 投票

総数

男 2，529 2，338 191
　％
92．45 2，338

女 2，724 2，483 241 91．15 2，483

計 5，253 4，821 432 91．78 4，821

町

長

、己己

越
挙

町
議
補
欠
選
挙

性
別

選挙当日の

有権者数
投票者数 棄権者数 投票率 投票

総数

男 2，529 2，338 191

　　％

92．45 2，338

女 2，724 2，483 241 91．15 2，483

計 5，253 4，821 432 91．78 4，821
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1鈎

一スーッ姿の男性
　　振りそで姿華やかな女性一

一大きく育て若木たち一

膨釦
網

鑑、訟

竃
。
一

　
「
若
人
の
未
来
に
、
幸
多
か
れ
」
…
…
…
…
…

　
恒
例
の
成
人
式
は
五
月
三
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
一
五
七
名
で
、
こ
の
う
ち
九
五
名
が
式

に
参
加
．

　
式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
、
柳
明
夫
さ
ん
（
孟

地
）
が
「
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て

町
の
発
展
に
努
力
し
ま
す
」
と
の
決
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
自
己
紹
介
や
歌
で
な
ご
や
か
に
成
人
の

集
い
が
行
わ
れ
、
立
派
に
成
人
し
た
》
．
」
と
を
喜
び
あ

い
ま
し
た
。

一晴れやか「新成人」達一
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あ
る
人
は
、
体
が
だ
る
く
て
も
こ
の
程
度
は
、
「
健
康
」
だ
と
思
い
、
あ
る

人
は
、
少
し
体
が
だ
る
い
と
、
「
異
常
」
と
感
じ
る
と
い
う
よ
う
に
「
健
康
」

と
か
「
異
常
」
と
い
う
も
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
ま
ち
ま

ち
で
す
。
と
く
に
、
成
人
病
の
よ
う
に
、
徐
々
に
病
気
の
進
む
も
の
は
、
長

い
あ
い
だ
病
気
の
進
行
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
病
気
が
あ
る
程
度
進
行
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
の
自
覚
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

体
の
調
子
が
変
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　
大
部
分
の
人
が
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
始
め
て
、
医
師
を
訪
れ
る
の
で
す

が
、
「
健
康
」
だ
と
思
っ
て
い
る
と
き
か
ら
定
期
健
康
検
診
を
受
け
、
体
の
異

常
や
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が
健
康
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

検診はあなたの
！

■
～

からだの定期点検

鱒

　
　
　
　
　
　
※
出
稼
検
診
日

　
○
受
付
時
間
　
午
前
9
時
～
10
時
　
　
六
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
～
2
時
　
　
六
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
四
日

六
月
一
日
　
蒲
生
小
学
校

六
月
二
日
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
六
月
五
日

程
表

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
i

清
水
小
学
校
（
午
前
）

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
午
後
）

松
代
町
克
雪
セ
ン
タ
i

母
子
推
進
員
が

変
わ
り
ま
し
た

　
乳
児
死
亡
や
死
産
を
な
く
し
、
健

康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
育
て
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
松
代
町
で
は
、
昭
和
4
5

年
か
ら
、
母
子
保
健
推
進
員
を
設
置

し
て
活
動
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
○
仕
事
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
こ

と
で
す
．

①
妊
婦
に
専
門
家
の
診
察
を
受
け
、

　
早
く
妊
娠
届
を
す
る
よ
う
に
す
す

　
め
る
。

松代町母子保健推進員名簿

②
市
町
村
が
行
う
妊
産
婦
、
乳
幼
児

　
検
診
を
、
対
象
者
全
員
が
う
け
る

　
よ
う
に
す
す
め
る
。
対
象
者
を
訪

　
問
し
て
、
受
診
状
況
等
を
役
場
に

　
連
絡
す
る
。

③
役
場
と
家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を

　
す
る
ほ
か
、
母
子
に
関
す
る
情
報

　
を
役
場
へ
知
ら
せ
る
。

④
母
子
保
健
に
関
す
る
学
級
（
母
親

　
学
級
、
育
児
学
級
、
孫
親
学
級
等
）

　
が
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
、
対
象

　
者
に
受
講
す
る
よ
う
す
す
め
る
。

⑤
そ
の
他
、
市
町
村
長
か
ら
依
頼
さ

　
れ
た
活
動
や
調
査
に
協
力
し
た
り

　
各
種
医
療
給
付
制
度
を
該
当
者
に

　
知
ら
せ
、
そ
の
活
用
を
図
っ
た
り

　
し
ま
す
。

　
推
進
員
の
任
期
は
二
年
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
仕
事
の
性
質
上
な
る
べ

く
長
く
続
け
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
年
2
回
推
進
員
の
研
修

会
を
行
っ
た
り
、
上
越
地
区
の
研
修

会
に
出
て
も
ら
っ
た
り
し
て
勉
強
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。
又
、
推
進
員
を

中
心
に
家
族
計
画
の
勉
強
を
進
め
て

い
る
部
落
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

部落 氏　名 屋号 部落 氏　名 屋号

松　　代 高橋　　笑 中　　屋 仙　　納 室岡久美子 いんきょ

〃 関谷サクヨ 　　、でんぞっ 田　　代 中村美笑子 ひがしや

小荒戸 高橋フミ はしごだ 莇　　平 池田敏枝 よしいん

太　　平 市川チイ
、
っ
　
　
ら 小　　貫 中村輝子 林

菅　　刈 相沢智恵子 家持屋 寺　　田 井上トシ 中　　屋

田　　沢 高橋ハル子 万　　蔵 名　　平 菅井ツタ 入

池之畑 山賀千恵子 こうじや 蒲　　生 小堺幸子 小堺ラジオ店

下　　山 宮沢キン おおかみ 儀　　明 小堺マサ 原のそで

千　　年 高橋洋子 さじべい 福　　島 西潟都伊子 か　　　み

池　　尻 室岡一恵 大　　家 奈良立 柳　　スイ 新　　屋

会　　沢 万羽シズエ さかもと 室　　野 佐藤ヤエ子 やすべい

清　　水 秋山照江 すけじん 〃 斉木トミエ 堂の浦
桐　　山 小山キミヨ 松　　本 竹　　所 佐藤チエ子 三枚田
蓬　　平 小堺ヨシコ 坂　　口 濁 谷沢コハル

、

　　、つ　　　え

東　　山 山岸キノイ う　しろ 峠 牧田光子 下石原
海　　老 若月ミヤ すぎわら 木和田原 山岸　　京 吉田屋
犬　　伏 柳　　マイ 林　　年

1”｝’　・　　　　碗
　　建、　　　　　㌧
　　　部（b
　　　　　げ　、　　醒　　り一1／　紀　．、1

　　　　　　　　《　　l・瞳
ミ』艮、r、，繍畢

孟　　地 柳　登志子 いと　ど

片桐山 山岸フミ
、
っ
　
　
ら

滝　　沢 佐藤ナツエ 弥平治
苧　　島 柳　　レツ さ　じん

田野倉 樋ロセン 堂の浦
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鐵鱗・

㊥

国
民
年
金
制
度
に
加
入
す

る
か
ど
う
か
は
個
人
の
自

由
で
す
か
。

《　　
　
八
つ
の
制
度
（
国
民
年
金
、

　
　
　
厚
生
年
金
、
他
各
種
共
済
組

合
）
が
整
っ
た
こ
と
で
、
二
十
歳
以

上
の
国
民
は
一
人
残
ら
ず
何
ら
か
の

年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
職
場
に
働
く
人
は
、
そ
こ

に
就
職
す
る
と
同
時
に
、
自
分
の
意

志
に
か
か
わ
り
な
く
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
も
同

じ
こ
と
で
す
。
個
人
の
”
自
由
”
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．

　
　
　
ブ

／一

磯
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
か
。

幽　　
　
国
民
年
金
は
強
制
加
入
が
原

　
　
　
則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
、

他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

た
ち
の
配
偶
者
や
二
十
歳
に
な
っ
た

学
生
さ
ん
は
強
制
適
用
か
ら
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

人
々
は
、
加
入
を
強
制
さ
れ
て
は
い

ま
せ
ん
が
、
希
望
す
れ
ば
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
い
う
人
た

ち
の
こ
と
を
、
必
ら
ず
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
に
対
し
て
”
任
意

加
入
被
保
険
者
”
と
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
損
得
の
点
か
ら
い
え
ば

早
く
加
入
し
た
方
が
将
来
の
た
め
に

よ
い
と
い
え
ま
す
。
国
民
年
金
は
早

く
加
入
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
年
金
額

が
多
く
な
る
し
く
み
だ
か
ら
で
す
。

年
金
相
談
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

響刈尋，

葵
司
，
1
尋
，
1
｛
，
司
周
，
明
イ
、
1
司
，
1
司
，
哨
可
，
『
司
，
『
碑
，
司
司
，
刻
可
、
1
尋
，
鰯
司
、
1
司
，
鰯
可
，
明
周
，
1
司
，
喝
イ
，
頃
司
，
1
尋
，
明
司
，
鰯
4
，
1
尋
，
1
尋
，
璽
司
、
1
尋
，
4
司

ヤマ脚凝
翁
畿
闘
羅
懸
騒
翻
鞭
駿
粥
醒
囎
罐
璽
難
翼
＋

秤官

　
年
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
ま
す
ま
す
身
近
な
制
度
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
老
後
の
生
活
設
計
も
年

金
を
考
慮
し
て
立
て
る
と
い
う
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
六
十
歳
を
目
前
に
さ
れ
て

「
俺
が
、
昔
か
け
た
厚
生
年
金
は
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
方

を
対
象
に
年
金
相
談
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
。
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
に

つ
い
て
、
何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。

＊
と
　
き
　
五
月
二
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り
三
時
半

　
　
　
　
　
ま
で

＊
と
こ
ろ
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
二
階
大
会
議
室

＊
相
談
員
　
上
越
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
年
金
係

　
　
　
　
　
松
代
町
役
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
目
～
六
月
十
日

　
豪
雪
も
よ
う
や
く
消
え
て
き
ま
し
た
が
、
農
作
業
の
遅
れ
に
伴
い
野
焼

　
き
等
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
の
山
火
事
は
三
件
で
し
た
。

・
ト
レ
ー
ト
L
「
ト
ト
ト
」
r
ト
レ
ド
ト
ト
ト
ト
ト
ド
L
r
ト
レ
ー
」
「
卜
卜
」
r
卜
卜
L
「
レ
ー
ト
ト
ド
」
r
ド
ト
ト
L
r
卜
」
r
』
「
ト
ト
ー
ト
ト
彰
ド
ト
ト
レ
ー
ド
↑
卜
卜
」
「
レ
」
「
卜
ト
レ
＋
■

宥腎嘗嘗嘗『η“

＝ム乱“鵡並蝕鵡“並…蛙並

　
　
　
地
震
体
験
車

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
七
名

　
去
る
四
月
二
十
四
日
、
起
震
車
「
な

ま
ず
号
」
が
来
町
し
ま
し
た
。

「
思
っ
た
よ
り
震
度
7
は
激
し
く
て

テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
ま
っ
て
い
る
の
が

や
っ
と
」
、
「
車
か
ら
降
り
て
も
ま
だ

体
が
揺
れ
て
い
る
み
た
い
」
と
、
初

　
　
『
消
防
切
時
間
陽

　
上
越
消
防
事
務
組
合
で
は
四
月
一

日
付
で
「
消
防
の
時
間
」
を
制
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

組
合
管
内
に
お
け
る
近
年
の
火
災
発

生
状
況
を
み
る
に
、
昼
間
火
災
は
減

少
し
て
お
り
ま
す
が
夜
間
に
お
け
る

火
災
は
依
然
と
し
て
減
少
せ
ず
、
併

せ
て
死
者
の
三
分
の
二
は
夜
間
火
災

に
お
け
る
犠
牲
者
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
一
件
で
も

少
な
く
し
よ
う
と
の
願
い
か
ら
定
め

る
も
の
で
す
．

め
て
体
験
し
た
震
度
7
の
印
象
は
な

か
な
か
強
烈
の
様
子
で
し
た
。

　
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
次
の
こ
と
を
常

に
頭
の
中
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
地
震
の
と
き
の
六
つ
の
心
得

一
、
ま
ず
身
の
ま
わ
り
の
火
の
始
末

　
を
す
る
。

二
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
ず
、

　
丈
夫
な
机
な
ど
に
身
を
寄
せ
る
。

三
、
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
す
。

　
手
に
お
え
な
く
な
れ
ば
大
声
で
近

　
所
に
知
ら
せ
、
協
力
を
求
め
る
。

四
、
避
難
は
歩
い
て
。
持
ち
物
は
最

　
小
限
に
。

五
、
傾
い
た
建
物
や
塀
、
石
垣
の
そ

　
ば
に
は
近
寄
ら
な
い
。

六
、
余
震
は
本
震
よ
り
も
小
さ
い
。

　
余
震
を
あ
ま
り
恐
れ
ず
、
デ
マ
に

　
迷
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

制
趨
羅
に
つ
い
て

　
◎
消
防
の
時
間
　
毎
日
午
後
九
時

　
◎
家
庭
で
実
施
す
る
事
項

　
　
▼
家
庭
で
防
火
点
検
み
分
担
を
決

　
　
め
る
▲

　
　
▼
消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ
、
ガ
ス

　
　
　
の
元
栓
な
ど
火
の
元
点
検
▲

　
　
▼
水
バ
ケ
ツ
、
風
呂
の
水
な
ど
の

　
　
　
消
火
用
具
の
点
検
▲

　
　
▼
避
難
器
具
、
避
難
口
な
ど
の
点

　
　
　
検
▲

　
　
▼
防
火
点
検
の
習
慣
化
▲

　
》
身
の
ま
わ
り
の
整
理
整
と
ん
▲
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会

　
　
　
　
　
3

（置L

総
調

”
麓
催
．

斎
葡
”

新会長
　品田儀一郎氏

　
去
る
五
月
一
日
松
代
町
総
合
セ
ン

タ
ー
三
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
松
代

町
商
工
会
（
会
員
数
二
七
五
人
）
、
昭

和
五
六
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
代
会
に
お
い
て
米
持

会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
樋
口
堅
一

氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
予
算
及
び

関
係
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

新
役
員
選
出
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
計
画
に
お

い
て
四
項
目
の
基
本
方
針
に
も
と
づ

き
、
次
の
六
つ
の
重
点
目
標
が
計
画

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
重
点
目
標

一
、
地
域
活
動
事
業
の
推
進
と
地
域

　
工
業
振
興
対
策
諸
事
業
の
実
施

二
、
税
務
継
続
指
導
の
拡
充
及
び
記

　
帳
機
械
化
の
普
及
促
進

三
、
金
融
指
導
の
強
化

四
、
経
営
及
び
技
術
の
改
善
発
展
に

　
資
す
る
諸
事
業
の
実
施

五
、
福
利
環
境
整
備
に
係
る
指
導
強

　
化
六
、
青
年
部
・
婦
人
部
活
動
に
係
る

　
指
導
育
成
強
化

　
特
に
本
年
度
か
ら
、
将
来
に
お
い

て
松
代
町
商
工
会
館
建
設
の
資
金
準

備
の
た
め
、
会
員
一
人
当
り
年
二
〇

〇
〇
円
の
賦
課
基
準
に
よ
り
会
館
建

設
資
金
積
立
金
制
度
が
新
設
さ
れ
た

こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。

　
続
い
て
任
期
満
了
に
と
も
な
う
役

員
改
選
が
な
さ
れ
、
新
し
い
松
代
町

商
工
会
長
に
品
田
儀
一
郎
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
町
並
び
に
山

田
第
四
銀
行
松
代
支
店
長
の
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
閉
会
さ
れ
た
。

タ
き
タ
タ
タ
タ
タ

松
代
町
造
林
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
総
　
会

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

　
昭
和
五
十
六
年
度
松
代
町
造
林
組

合
総
会
が
去
る
五
月
一
日
松
代
町
総

合
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
町
及
び
上
越

林
業
事
務
所
川
口
係
長
、
村
山
主
任

を
む
か
え
開
催
さ
れ
た
。

　
町
造
林
組
合
（
組
合
長
宮
沢
庄
以
）

は
森
林
組
合
に
代
わ
る
組
織
で
あ
り

昭
和
五
十
二
年
設
立
さ
れ
、
現
在
組

合
員
七
三
名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
総
会
に
お
い
て
は
昭
和
五
十
五
年

学
習
発
表
す
る

↑
太
平
の
相
沢
さ
ん

度
事
業
実
績
並
び
に
組
合
決
算
額
四

千
五
百
八
十
九
万
円
が
承
認
さ
れ
、

続
い
て
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
が
審
議
可
決
さ
れ
た
。

　
事
業
計
画
に
よ
る
と
本
年
度
新
植

21

㎞
、
保
育
下
刈
5
0
㎞
を
始
め
、
除

伐
、
施
肥
、
根
踏
、
雪
起
こ
し
等
を

合
わ
せ
一
五
四
㎞
の
保
育
、
造
林
事

業
を
計
画
予
定
し
て
お
り
、
昭
和
五

十
六
年
度
予
算
五
千
九
百
三
十
一
万

円
が
決
定
さ
れ
た
。

　
な
お
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
現

役
員
全
員
の
留
任
を
決
定
し
た
。

、
機

　
四
月
十
二
日
（
日
曜
）
松
代
小
学
校

に
お
い
て
、
松
代
町
連
合
婦
人
会
及
び

交
通
安
全
母
の
会
の
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
始
め
教
育
長
、
来
賓
の
方
々

の
御
出
席
を
戴
き
、
会
員
参
加
約
八

　
　
百
名
の
盛
大
な
総
会
で
し
た
。

　
　
　
昭
和
五
十
六
年
度
婦
人
会
実

　
　
践
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
○
学
習
活
動
の
強
化

　
　
○
家
庭
の
健
全
化

　
　
○
資
源
を
大
切
に
す
る
運
動

　
　
o
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
　
○
読
書
グ
ル
ー
プ
の
育
成

　
　
○
健
康
を
守
る
運
動

　
　
　
こ
れ
ら
の
項
目
に
従
っ
て
具

　
　
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
後
、
白
岩
の
里
所
長
花

積
正
夫
先
生
か
ら
「
家
庭
に
お
け
る

婦
人
の
あ
り
方
」
の
テ
ー
マ
で
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ホ
ロ
リ
と
感

激
の
涙
を
さ
そ
っ
た
り
、
た
く
ま
ざ

る
ユ
ー
モ
ア
に
思
わ
ず
つ
り
こ
ま
れ

た
り
、
人
と
し
て
の
生
き
方
、
考
え

方
を
教
え
て
下
さ
っ
た
す
ば
ら
し
い

講
演
で
し
た
。

　
午
後
は
学
習
発
表
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
、
一
日
中
有
意
義
で
楽
し

い
総
会
で
し
た
。

’｝＾一一、～臼＼

　　　　◎
　　　◎
　　　　　　　　　◎　＿
　　　　　・　　●　　　　　　．●＿

戸
籍
の
窓
口

麟
歎
井
憲
一

　
　
四
月
受
付
分

御
　
結
　
婚

・
高
橋
和
代

　
　
（
松
代
・
清
泉
屋
）

関
谷
正
利
・
山
岸
美
江
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
松
坂
屋
）

錫
御
出
産

柳
　
真
梨
子
　
父
利
彦
　
母
ふ
じ
え

　
　
　
（
長
女
・
苧
島
・
倉
屋
敷
）

若
井
竜
矢
　
父
博
　
母
つ
き
子

　
　
　
（
三
男
・
蓬
平
・
藤
見
屋
）

関
谷
幸
代
　
父
邦
一
　
母
ま
ゆ
み

　
　
　
（
二
女
・
松
代
・
紋
平
佐
）

池
田
直
也
　
父
勝
則
　
母
澄
枝

　
　
　
（
二
男
・
田
野
倉
・
小
坂
）

魁
山
岸
カ
ツ

鈴
木
庄
栄

市
川
タ
ケ

斎
木
ツ
子

若
井
松
栄

柳
倉
市

石
野
チ
ユ

簾護蔑驚餐餐駕お

悔
　
み

室
野
　
浦
島
屋

松
代
治
郎
善

池
之
畑
道
堺

室
野
　
堂
ノ
前

紬逢
平
　
喜
兵
工

孟
地
　
儀
平

木
和
田
原
　
原
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犠の㌧紛

ごぞんじ

　　ですか

マ
イ
ホ
ー
ム
と
税
金

登
録
免
許
税

／　　　　　一、、、
融そ〉麟物♂マ

　　　　　　9
　
　
　
　
W

。
D
獄
．耀

　
　
　
　
　
％
　
o

　
長
年
の
夢
：
：
：
マ
イ
亦
i
ム
。
し

か
し
、
実
現
さ
せ
る
と
な
る
と
、
資

金
計
画
や
設
計
、
税
金
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
出
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
マ
イ
ホ
ー
ム
に
関
す
る

税
金
の
う
ち
の
一
つ
「
登
録
免
許
税
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
、
所
有
権
の
取
得
に
関
す

る
登
記
を
し
ま
す
が
、
こ
の
と
き
に

か
か
る
税
金
が
登
録
免
許
税
で
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
取
得
し
た
不
動
産

の
価
額
（
原
則
と
し
て
市
町
村
の
固

定
資
産
税
評
価
額
）
に
税
率
を
掛
け

て
税
額
を
算
出
し
、
登
記
申
請
の
際

に
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
自
分
で
住
む
た
め
に
住
宅

を
新
築
し
た
り
、
購
入
し
た
時
に
す

る
も
の
は
、
一
定
の
要
件
に
あ
て
は

ま
っ
て
い
る
と
、
次
の
よ
う
に
税
率

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

○
新
築
住
宅
の
所
有
権
の
保
存
登
記

　
　
　
O
・
一
二
％
　
　
　
（
○
・
⊥
ハ
％
）

o
売
買
に
よ
る
所
有
権
の
移
転
登
記

　
　
　
○
∴
二
％
　
　
（
五
％
）

　
　
※
（
　
）
内
は
一
般
の
税
率

　
な
お
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十

一
日
以
前
に
新
築
し
た
り
購
入
し
た

も
の
の
登
記
に
つ
い
て
は
、
新
築
住

宅
の
場
合
は
○
∴
一
％
、
中
古
住
宅

の
場
合
は
三
％
で
す
。
く
わ
し
く
は

税
務
署
・
税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。五
月
一
日
か
ら

鐡
印
紙
税
が
鐡

変
わ
り
ま
し
た

印紙ぱ？

　　○

主
な
改
正
点

□
い
ま
ま
で
百
円
の
印
紙
税
が
か
か

　
っ
て
い
た
文
書
の
印
紙
税
額
が
、

　
二
百
円
に
な
る
な
ど
、
印
紙
税
の

　
税
額
が
二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

　
し
た
。

□
商
品
券
、
ギ
フ
ト
券
な
ど
の
物
品

　
切
手
で
、
額
面
金
額
が
記
載
さ
れ

　
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
引

　
換
給
付
さ
れ
る
物
品
の
価
額
が
明

　
ら
か
な
と
き
は
、
そ
の
金
額
に
応

　
じ
て
、
印
紙
税
が
か
か
る
こ
と
に

　
な
り
ま
し
た
。

□
不
動
産
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約

書
な
ど
で
、
契
約
金
額
が
記
載
さ

　
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、

見
積
書
、
注
文
書
な
ど
を
引
用
し

　
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
見
積
書
、

注
文
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る

金
額
に
応
じ
て
印
紙
税
が
か
か
る

　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
叩
、
』
＝
叩
一
P
山
＝
¶
用
卜
山
一
一
叩
～
巴
＝
¶
～
山
一
一
■
～
山
一
一
¶
～
翫
＝
叩
～
山
＝
叩
～
巴
一
一
¶
岨
11
山
＝
η
～
山
＝
叩
～
山
一

圓
圃
固
團
園

　
防
衛
庁
で
は
二
等
陸
・
海
・
空
士

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
十
八
才
か
ら
二
十
五
才
未
満
の
男

子
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
町
役
場

社
会
課
職
業
係
又
は
高
田
募
集
事
務

所
（
盈
〇
二
五
五
ー
二
三
－
五
一
一

七
内
線
三
六
三
）
へ
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。

◎
待
遇

　
　
初
任
給
九
万
一
千
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
衣
・
食
・
住
無
料
）

　
　
ボ
ー
ナ
ス
四
・
九
ヶ
月
分

厚
庄
丈
臣
表
彰
授
賞

石
天
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
々
で
し
た

　
石
沢
セ
イ
（
海
老
の
屋
号
田
中
）
さ

ん
は
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
一
日
よ

り
五
十
五
年
十
一
月
三
十
日
迄
二
十

四
年
間
、
町
の
民
生
児
童
委
員
と
し

て
福
祉
の
道
に
献
身
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
、
こ
の
ほ
ど
厚
生
大
臣
か
ら
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
一
口
に

二
十
四
年
と
い
っ
て
も
低
所
得
者
の

方
や
心
身
に
障
害
を
も
つ
方
々
の
更

生
や
母
子
家
庭
の
相
談
と
、
最
近
特

に
多
く
な
っ
た
老
人
世
帯
の
お
世
話

と
福
祉
施
設
入
所
者
の
慰
問
活
動
等

お
よ
そ
報
酬
と
は
無
縁
の
奉
仕
の
精

神
に
徹
し
た
長
い
長
い
道
程
で
し
た
。

　
石
沢
さ
ん
の
人
柄
は
お
名
前
の
と

お
り
誠
意
の
一
言
に
尽
き
る
が
、
長

い
間
こ
の
仕
事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
今
は
亡
き
良
人
の
二
二
さ
ん

を
は
じ
め
家
族
の
み
な
さ
ん
の
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
は
げ
ま
し
に
支
え

ら
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

石
沢
さ
ん
一
家
は
、
終
戦
を
当
時
の

満
州
国
で
迎
え
ら
れ
、
引
揚
者
と
し

て
の
苦
し
い
道
程
を
経
て
、
よ
う
や

く
祖
国
の
土
を
踏
み
、
故
郷
に
向
う

列
車
の
中
で
前
隣
り
に
坐
っ
た
ご
夫

婦
か
ら
い
た
わ
り
と
は
げ
ま
し
の
言

葉
に
添
え
て
、
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り

の
味
と
人
の
心
の
温
か
さ
に
感
動
さ

れ
、
何
時
か
は
自
分
た
ち
よ
り
困
っ

て
い
る
人
達
の
お
世
話
を
し
て
あ
げ

た
い
と
決
心
さ
れ
た
と
か
。
現
在
で

は
子
供
さ
ん
た
ち
は
立
派
に
成
人
さ

れ
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
な
家
庭
を
も
た
れ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
程
義
父
が
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
の
を
機
会
に
後
任
の
方
に

お
願
い
し
て
、
今
後
は
母
子
福
祉
会

の
会
長
と
し
て
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

毎凋憩照ま
　炎通安奎家庭の日

～つゆ時はガラスの曇

あってみましょう。～
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文
化
財
紹
介
シ
リ
ー
ズ

私
ぎ
紳
紅
考

臼
　
馬

　
　
　
　
ゆ

　
松
苧
神
社
の
中
院
と
し
て
、
松
苧

山
の
中
腹
に
か
つ
て
縦
横
五
間
の
立

派
な
観
音
堂
が
あ
り
ま
し
た
が
、
惜

し
い
こ
と
に
太
平
洋
戦
争
中
の
人
手

不
足
で
保
守
管
理
が
ゆ
き
と
ど
か
ず

雪
の
た
め
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
現
在

は
そ
の
堂
跡
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
え
ん
し
ゅ

こ
の
堂
宇
は
塊
の
木
で
建
て
ら
れ
た

も
の
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
と

な
っ
て
は
建
築
様
式
、
建
築
年
代
等

調
査
の
手
が
か
り
す
ら
つ
か
め
ず
に

い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
こ
の
観
音
堂

の
こ
と
を
ご
存
知
の
方
、
地
元
の
方

な
ど
に
よ
り
、
簡
単
な
平
而
図
だ
け

で
も
皆
様
の
ご
記
憶
を
た
ど
っ
て
図

面
化
し
、
後
世
に
残
し
て
置
き
た
い

も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
は
、
松
苧
神
社
の
奥
の
院
は
女

人
結
戒
の
地
乏
し
て
女
性
の
参
拝
が

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
観

音
堂
に
は
婦
人
の
参
詣
が
許
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
明
治
五
年
、
結
戒
廃
止

の
布
令
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
風

習
は
明
治
四
十
年
頃
、
い
や
大
正
の

末
期
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
毎
年
八
月
十
八
日
の
祭
礼
に
は
、

観
　
音

そ
の
⑪

こ
の
境
内
で
盛
大
な
草
相
撲
が
催
さ

れ
、
迷
子
も
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し

た
が
、
現
在
は
堂
跡
境
内
に
雑
草
の

み
繁
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
淋

し
い
こ
と
で
す
。

『
越
後
頸
城
郡
誌
稿
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
観
音
堂
の
本
尊
は
「
馬
頭
観
世

音
、
脇
立
三
十
二
応
神
、
中
興
開
山

は
弘
法
大
師
な
り
。
御
筆
の
大
般
若

経
六
百
巻
宝
物
と
し
て
今
に
伝
え
た

り
」
と
あ
り
ま
す
。

　
本
尊
の
馬
頭
観
世
音
に
つ
い
て
は

項
を
あ
ら
た
め
て
記
す
こ
と
に
し
ま

す
が
、
中
興
開
山
弘
法
大
師
（
空
海
）

お
よ
び
真
筆
の
大
般
若
経
六
百
巻
が

事
実
と
す
れ
ば
、
松
代
町
の
文
化
史

に
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
存
じ
、
弘
法

大
師
に
つ
い
て
『
日
本
名
僧
列
伝
』

に
よ
り
若
干
調
べ
て
見
ま
し
た
処
、

弘
法
大
師
の
足
跡
は
四
国
お
よ
び
近

畿
を
中
心
と
す
る
西
国
地
方
に
限
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
大
同
二
年

大
師
は
四
十
一
才
で
唐
遣
使
と
し
て

の
任
を
終
え
、
九
州
の
大
宰
府
に
帰

着
し
て
い
た
模
様
で
あ
り
、
大
同
四

年
京
都
に
帰
っ
た
後
は
、
入
唐
帰
朝

の
文
化
人
と
し
て
朝
廷
、
特
に
嵯
峨

天
皇
の
知
遇
を
得
る
と
と
も
に
、
真

言
密
教
の
教
勢
拡
大
に
い
と
ま
が
な

く
、
京
都
よ
り
東
方
へ
の
旅
は
な
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
灌
概
治
水
の
大
家
で
も

あ
っ
た
大
師
は
、
弘
法
井
戸
、
弘
法

清
水
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
水
源
を

探
知
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
独
特
の

才
能
を
持
っ
て
い
ら
れ
た
よ
う
で
、

社
会
事
業
家
と
し
て
も
人
望
の
厚
い

と
こ
ろ
か
ら
、
大
師
の
来
錫
を
願
う

民
衆
の
願
望
が
遂
に
大
師
が
来
た
と

い
う
伝
説
と
な
り
、
関
東
、
中
国
、

北
陸
地
方
の
各
地
に
多
く
の
伝
説
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
大
師
は
承
和
二
年
（
八
三
五
）
三
月

二
十
一
日
六
十
二
才
で
高
野
山
に
お

い
て
示
寂
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
当
地
に
来
錫
の
事
実
が
あ

る
と
仮
定
す
れ
ば
、
消
足
が
は
っ
き

り
し
な
い
大
同
二
年
二
月
か
ら
約
二

年
半
の
間
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
こ
の
間
も
太
宰
府
に
居
た

と
云
う
説
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
当
地

へ
の
来
錫
の
可
能
性
は
な
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
と
は
云
う
も
の
の
『
越
後
頸
城
郡

誌
稿
』
記
載
の
文
面
は
多
分
、
地
元

古
老
の
口
碑
に
よ
り
記
述
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
言
い
伝

え
が
地
元
に
連
綿
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
来
た
も
の
と
す
れ
ば
、
す
で
に
住

民
の
意
識
下
に
信
仰
に
ま
で
高
め
ら

れ
た
弘
法
大
師
像
が
生
き
続
け
て
来

た
証
査
と
し
て
、
無
下
に
否
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

「
東
頸
城
郡
誌
」
附
録
伝
説
篇
に
は

．
弘
法
大
師
の
足
跡
”
と
し
て
、
大

師
が
頸
城
平
野
か
ら
沖
見
に
入
ら
れ

数
々
の
流
水
を
湧
出
さ
せ
た
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
般
若
教
六
百
巻
に
つ
い

て
は
、
現
在
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。

　
露
塁
謹
　
　
　
霞
　
　
　
露
　
　
　
露
　
　
　
露
謹
露

h
h
電
報
電
話
局
か
ら
蕪

り
，
一
拝
お
一
知
目
ら
籍
せ
口
鐸
・

＠
電
話
工
事
の
注
文
は
お
早
め
に

　
新
・
改
築
等
で
電
話
機
、
電
話
線

等
を
動
か
す
時
は
、
で
き
る
だ
け
工

事
希
望
日
前
十
五
日
位
の
余
裕
を
み

て
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
ヲ

工
事
日
は
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

に
決
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
配
管
工
事
も
お
忘
れ
な
く
。

㊨
祝
電
は
割
引
制
度
を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▲
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
指
定
と

し
て
配
達
日
の
三
日
以
前
に
お
打
ち

に
な
れ
ば
、
　
一
五
〇
円
安
く
な
り
ま

す
。▲
お
祝
い
電
報
の
配
達
日
指
定
は
、

十
日
前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

＠
電
話
番
号
の
変
更

〔
新
設
〕

　
下
石
坂
武
春
七
－
二
五
四
三
松
代

　
丸
山
祐
三
郎
七
－
二
〇
三
二
〃

　
山
上
伸
人
　
七
ー
二
〇
九
〇
〃

　
京
谷
雅
彦
　
七
i
二
一
九
二
〃

　
吉
沢
光
学
松
代
工
場
分
室
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
七
－
一
二
四
六

　
池
田
茂
稔
　
七
ー
二
五
四
二
会
沢

　
南
雲
敏
行
　
七
－
二
〇
一
六
桐
山

　
新
潟
テ
エ
ス
松
代
駐
在
所

　
　
　
　
　
　
七
ー
一
二
四
四
池
尻

　
莇
平
公
民
館
七
－
八
二
〇
〇
莇
平

　
小
堺
利
和
　
八
ー
二
〇
五
〇
室
野

〔
変
更
〕

　
万
羽
キ
ヨ
　
七
－
二
五
四
二
会
沢

　
若
月
ハ
ル
ノ
七
－
九
一
四
二
田
代

　
小
堺
己
之
吉
八
ー
四
七
〇
三
室
野

＠
お
手
も
と
の
電
信
電
話
債
券
を

　
　
　
　
　
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

☆
あ
な
た
が
お
持
ち
の
加
入
者
電
信

　
電
話
債
券
は
満
期
に
な
っ
て
い
ま

　
せ
ん
か
．

☆
抽
せ
ん
に
よ
り
償
還
を
行
っ
て
い

　
ま
す
が
、
抽
せ
ん
に
当
せ
ん
し
て

　
い
ま
せ
ん
か
．

☆
償
還
期
日
後
は
利
息
が
つ
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
償
還
金
は
お
早
め
に
お

　
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
お
問
合
わ

　
せ
は
、
券
面
記
載
の
銀
行
、
電
報

電
話
局
へ
．

　
　
　
　
　
　
費
七
－
二
二
〇
〇
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この広場は町民

みんなでつくるペー

ジです。情報をお寄せください。

あて先は公民館

　　　　　暦7－2301です。

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の

結
果
七
、
一
一
四
名
。
こ
れ
は
昭

和
五
十
年
調
査
時
よ
り
十
四
％

の
減
で
あ
り
、
二
十
五
年
前
の

半
分
の
人
口
に
減
少
し
た
と
の

こ
と
。
こ
の
ま
ま
だ
と
あ
と
二

十
五
年
で
町
か
ら
人
の
姿
が
消

え
る
の
で
は
？
　
こ
の
切
実
な

問
題
を
行
政
、
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
策
を
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思
う
。

「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
」

「
人
に
笑
わ
れ
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
う
幼
稚
な
こ
と
で
も
」

「
誇
大
妄
想
的
な
こ
と
で
も
」

　
広
く
住
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

求
め
、
行
政
の
中
で
こ
れ
を
検

討
す
る
。
組
織
、
グ
ル
レ
プ
を

作
っ
て
討
議
し
て
い
っ
た
な
ら

何
等
か
の
ヒ
ン
ト
を
見
い
出
せ
な
い

だ
ろ
う
か
〃

　
私
は
以
前
か
ら
山
芋
（
自
然
芋
）

の
畑
栽
培
を
し
て
松
代
の
特
産
品
と

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
。

筒
栽
培
に
よ
っ
て
其
の
可
能
性
に
つ

い
て
の
実
証
は
で
き
た
が
、
ま
だ
研

究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
部
分
は
あ

る
が
此
の
体
験
で
私
は
芋
か
ら
良
い

教
訓
を
学
ん
だ
．

　
筒
の
中
に
入
れ
た
土
に
肥
土
が
混

っ
て
い
た
た
め
に
彼
等
は
こ
れ
を
嫌

っ
て
U
タ
ー
ン
し
た
こ
と
で
あ
る
。

如
何
に
環
境
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で

力
繍
蓋
鰐
離
、
L
糟
掘

　
　
．
、
、
　
冬
囲
い
は
箱
の
中
に
オ
ガ
屑

糸鍛を

入
れ
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
て

暴
…
響
肋
鎌
麓
難
醤
鵬

　
　
一
一
　
　
　
8

　
　
　
　
の
で
省
略
す
る
．

　
瀞
一
渤
韻
”
o
研
究
課
題

0の

行
政
、
学
識
者
が
積
み
重
ね
て

き
た
脱
過
疎
へ
の
努
力
研
究
を

ふ
ま
え
て
町
民
挙
っ
て
対
策
を

考
え
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
参
考
迄
に
私
の
山
芋
栽
培
に

つ
い
て
若
干
触
れ
て
見
ま
す
。

o
種
芋
に
つ
い
て

　
山
か
ら
掘
っ
て
き
た
売
物
、

食
用
に
適
し
な
い
も
の
で
芽
の

あ
る
も
の
。

　
芋
子
を
山
か
ら
採
っ
て
き
て

　
芋
子
か
ら
種
採
り
の
場
合
芋
の
習

性
と
し
て
肥
料
は
芽
の
出
る
部
分
の

太
根
か
ら
吸
収
す
る
の
で
芋
の
部
分

は
全
く
肥
料
は
必
要
と
し
な
い
肥
土

は
浅
く
し
て
芋
は
直
ぐ
肥
気
の
な
い

土
に
入
る
よ
う
に
考
慮
す
る
。

　
肥
土
の
厚
さ
に
よ
っ
て
芋
の
大
き

さ
に
非
常
に
差
が
で
き
る
。
山
か
ら

採
っ
て
来
た
種
芋
、
芋
子
か
ら
種
採

り
し
た
も
の
共
に
山
芋
と
し
て
の
味

は
変
わ
ら
な
い
。

　
又
、
畑
に
連
作
し
て
其
の
芋
子
を

種
に
し
た
場
合
の
食
味
は
ど
う
か
に

つ
い
て
は
試
験
中
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
太
平
柳
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
び
す
や
）

麗
　

鞘
灘
難
難

畑
栽
培
の
山
芋

｝
　
松
代
社
交
ダ
ン
ス
研
究
会
も
、

｝
発
足
い
た
し
ま
し
て
、
早
く
も
ニ

マ

町
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

｝
　
現
在
会
員
は
約
四
十
五
名
で
、

マ

町
仁
≒
監
匙
仁
仁
仁
仁
匙
仁
仁
匙
仁
仁
に
仁
≧
匙
仁
卜
ト
に
監
仁
≒
仁
仁
監
卜
p
紅

b饗
凶
潔
誕

　
　
　
　
　
　
　
下
山
埋
れ
木

私
は
涙
が
好
き
だ

感
激
の
涙
　
悔
悟
の
涙
　
く
や
し
涙

ど
れ
も
こ
れ
も
　
美
し
い

な
ぜ
っ
て
9
　
そ
れ
は

将
来
発
奮
め
ざ
す
瞳
の
洗
眼
料

　
　
　
　
　
だ
か
ら
…

私
は
涙
が
好
き
だ

鬼
が
働
巽
し
繊
幅
の
涙
を

　
　
　
　
　
流
す
と
き

こ
の
世
か
ら
理
不
尽
が
去
り

バ
ラ
色
の
住
み
よ
い
社
会
が

　
　
　
　
　
展
開
す
る
だ
ろ
う
、

世
の
中
の
誰
も
が

感
激
の
涙
の
持
主
で
あ
り
た
い

－
｛
刈
斗
｛
－
刈
『
斗
斗
イ
ィ
⇒
イ
ィ
刈
袴
⇒
｛
刈
斗
｛
刈
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
ニ
○
代
か
ら
六
〇
代
ま
で
幅
広
い
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
年
令
層
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
活
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
“

　
　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
も
第
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
期
生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
払

　
お
気
軽
に
入
会
く
だ
さ
い
。
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
＊
月
会
費
　
二
千
五
百
円
　
　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
＊
日
　
時
　
毎
週
木
曜
日
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
払

　
　
　
　
　
　
　
午
後
七
時
半
よ
り
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙

　
＊
会
　
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱

　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵡

　
＊
連
絡
先
　
セ
ン
ダ
ヤ
電
気
店
・
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
役
場
・
石
口
松
男
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　羽
　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　環　　　　　　愚　　　屍県

　　　　　　　　　日　　　　　　8　　　　2　　潟

．
蒲鱒『揮

■
欝繋饗叢

　
騨繊

醐
繕
．

辮
館

撫
灘
撮
繋

　
口
　
猶
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　文
芸

副
製

　
　
し
ぶ
み
句
会

花
冷
え
や
靴
ず
れ
残
し
旅
終
わ
る

残
雪
を
散
ら
せ
し
ま
ま
の
地
鎮
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

雪
雫
き
ら
め
く
ほ
ど
の
春
日
か
な

花
の
上
な
ご
り
の
雪
降
る
彼
岸
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

蜘
蛛
の
囲
の
句
碑
懐
し
む
花
の
下

ま
だ
固
き
桃
の
蕾
に
日
の
昏
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

深
々
と
春
の
こ
た
つ
に
老
一
人

山
肌
の
ひ
ろ
が
り
見
せ
て
春
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

芽
吹
く
木
々
鶏
足
山
に
雪
五
尺

時
き
ざ
む
音
も
か
す
か
に
春
ね
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

頭
上
に
天
裂
く
如
き
春
の
雷

納
骨
の
墓
　
身
の
丈
の
雪
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

黄
梅
の
枝
み
ど
り
増
し
咲
き
は
じ
む

大
文
字
の
旅
館
看
板
春
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
と
き

蕗
の
と
う
お
斎
の
膳
に
故
知
偲
ぶ

麗
か
に
鶏
足
山
の
た
た
ず
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
な

桐
谷
や
雪
深
々
と
山
毛
樫
芽
吹
く

転
作
と
豪
雪
ふ
ま
え
種
子
お
ろ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

雪
解
風
今
朝
の
山
肌
ひ
ろ
く
見
え

さ
え
ず
り
の
声
清
ら
か
に
庭
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

雪
固
き
ま
ま
の
陽
差
し
に
籾
洗
う

池
の
雪
大
き
く
割
れ
て
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

持
ち
寄
り
で
い
と
賑
や
か
に
花
の
宴

花
吹
雪
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
二
人
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

月
影
に
波
紋
が
光
る
春
の
宵

し
み
渡
り
雪
野
に
子
ら
は
嬉
々
と
し

て
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

勤
め
よ
り
帰
り
寸
暇
に
雪
を
割
り

五
線
符
で
疲
れ
を
癒
や
す
夜
朧
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

釣
り
糸
に
一
尾
か
か
り
し
春
の
川

蕗
の
と
う
二
つ
三
つ
見
ゆ
雪
間
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

土
温
き
所
に
育
苗
ハ
ゥ
ス
組
む

子
ら
遊
ぶ
春
陽
総
身
に
浴
び
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
五
月
五
日
　
於
消
防
庁
舎

　
　
　
　
　
う
か

残
雪
を
深
く
穿
て
り
軒
雫

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ど

ま
な
板
に
の
せ
て
山
独
活
ま
だ
小
さ

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

啄
木
鳥
や
雪
解
け
だ
る
き
陽
ざ
し
哉

ふ
　
き
　
　
　
と
う

富
貴
の
塔
と
言
い
た
き
指
の
香
り
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

石
垣
に
水
仙
咲
き
て
甘
藷
ふ
せ

鯉
の
ぼ
り
泳
げ
る
庭
の
三
輪
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
峰

　
　
　
て
　
ご

山
腹
に
手
篭
ぶ
ら
さ
げ
て
山
菜
摘
み

屋
根
越
し
に
淡
き
若
葉
と
吹
き
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

山
里
は
遠
鳩
哺
き
て
花
曇
り

残
雪
の
消
え
や
ら
ず
し
て
山
毛
樫
芽

吹
く
　
　
　
　
　
　
　
泥
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
み

湯
気
ま
で
を
す
す
り
て
今
朝
の
蜆
汁

　
　
　
に
し
ん

妻
冗
舌
練
し
た
た
か
焼
き
焦
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

花
一
ひ
ら
散
ら
し
て
小
鳥
空
に
翔
ち

ぶ
な
を
背
に
七
分
咲
き
な
る
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

母
の
日
に
孫
に
教
え
る
三
枝
の
礼

今
は
亡
き
面
影
恋
し
母
の
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

軒
下
に
つ
ば
め
巣
作
る
五
月
晴
れ

日
脚
伸
び
つ
ば
め
と
び
交
う
日
和
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

時
計
屋
の
時
計
気
ま
ま
に
鳴
る
春
昼

初
音
し
て
結
婚
記
A
．
心
日
の
朝
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
短
歌
珍
客
　
　
文
痴
老

東
京
よ
り
豪
雪
見
た
し
と
小
六
の
孫

友
を
連
れ
五
人
の
珍
客

初
乗
り
の
雪
上
車
に
も
奇
声
あ
げ
雪

に
埋
も
れ
し
わ
が
家
探
せ
り

雪
洞
を
深
々
と
掘
り
一
部
屋
を
己
が

　
　
　
か
し

宿
と
て
炊
ぐ
賑
や
か

一今月の園芸メモー
叫
灘
禰
纏
裾
畿

塗
葦
醸
鍾
負
発
醸
◎
護
銭
藷
5
薙
璽
葡
護
嚢
譜
墨

　
最
近
で
は
サ
ツ
キ
は
ど
こ
の
家
で

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
六
月
中
に
是

非
次
の
要
領
で
手
入
れ
を
し
て
く
だ

ざ
い
。

　
一
、
花
が
ら
を
摘
み
と
る

　
き
れ
い
な
花
を
い
つ
ま
で
も
見
て

い
た
い
気
持
は
わ
か
り
ま
す
が
、
い

つ
ま
で
も
花
を
つ
け
て
お
く
と
力
が

弱
ま
り
ま
す
。
名
残
り
惜
し
い
よ
う

で
す
が
、
満
開
に
な
っ
た
後
は
、
で

き
る
だ
け
早
目
に
花
が
ら
を
摘
み
と

り
ま
し
ょ
う
。

　
二
、
植
え
か
え

　
開
花
後
花
柄
を
摘
ん
で
楠
え
か
え

の
適
期
で
す
。
用
土
は
主
と
し
て
鹿

モ松代町園芸愛好会＿

沼
土
で
す
が
、
ゴ
ー
ロ
土
で
も
間
に

あ
う
よ
う
で
す
。
若
木
の
う
ち
は
毎

年
、
成
木
は
二
、
三
年
毎
に
植
え
か

え
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
三
、
動
定
と
整
姿

　
花
後
は
思
い
切
っ
て
前
刀
定
し
ま
し

ょ
う
．
そ
し
て
整
姿
、
針
金
を
す
れ

ば
来
年
は
更
に
良
い
新
芽
が
出
て
、

形
が
よ
く
な
り
ま
す
。

噌
肇
鵠
ゼ
禦
勢
ぜ
鰯
一
鍛
毒
一
畿
嶺
鵠
ぜ
§
ぜ
紹
ぜ
鱈
碕
鷺
一
幽
ザ
畢
鵠
ぜ
麟
一
轟

∞∞

雑
木
類
の
手
入
臨

脅
定
講
き
タ
驕
§
繋
議
嶺
き
弱
き
n
璽
講
き
鍵
譜
語
拳
燕

　
ブ
ナ
、
モ
ミ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
、

新
緑
の
美
し
い
と
き
で
す
。
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
徒
長
枝
に
な
り
が

ち
で
す
。
早
目
／
＼
に
随
時
芽
摘
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。
本
葉
二
枚
程
度

を
残
し
て
摘
み
ま
し
ょ
う
。


